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「
吉
原
」
は
大
衆
の
裏
面
史
眠
る
街

増

山

雄

三

終

戦

直

後

の

昭

和

二

十

一

年

（

一

九

四

六

年

）
、

Ｇ

Ｈ

Ｑ

の

要

求

で

「

公

娼

制

度

」

が

廃

止

さ

れ

、

私

が

大

学

二

年

生

だ

っ

た

昭

和

三

十

三

年

（

一

九

三

八

年

）

に

は

、

菅

原

通

済

と

い

う

国

会

議

員

が

提

案

し

た

「

売

春

防

止

法

」

が

全

面

施

行

さ

れ

た

が

、

警

察

が

そ

の

地

域

を

赤

い

線

で

囲

っ

た

「

赤

線

」

と

名

を

変

え

、

そ

の

後

も

売

春

が

続

い

た

。

江

戸

時

代

に

幕

府

公

認

の

「

遊

郭

」

が

置

か

れ

、

先

述

の

赤

線

を

経

て

現

在

も

風

俗

店

が

軒

を

連

ね

る

東

京

の

「

吉

原

」

は

、

四

百

年

の

歴

史

を

持

つ

デ

ィ

ー

プ

な

エ

リ

ア

だ

が

、

最

近

は

老

若

男

女

を

問

わ

ず

散

策

を

楽

し

む

人

の

姿

が

目

立

っ

て

い

る

。

遊

郭

専

門

書

店

の

「

カ

ス

ト

リ

書

房

」

を

営

む

渡

辺

さ

ん

が

、

二

年

前

に

始

め

た

有

料

の

「

遊

郭

ツ

ア

ー

」

に

は

、

毎

月

百

人

弱

が

参

加

す

る

が

、

意

外

な

事

に

女

性

が

九

割

を

占

め

る

が

、

水

商

売

や

風

俗

に
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対

す

る

偏

見

が

弱

ま

り

、

女

性

の

方

が

、

む

し

ろ

サ

ブ

カ

ル

チ

ャ

ー

的

な

興

味

を

持

っ

て

い

る

か

ら

な

の

だ

ろ

う

、

と

渡

辺

さ

ん

は

い

う

。

実

際

、

吉

原

神

社

を

訪

れ

た

二

十

六

才

の

女

性

会

社

員

は

、

「

吉

原

と

い

え

ば

近

寄

り

難

い

イ

メ

ー

ジ

が

あ

っ

た

が

、

歴

史

を

知

っ

て

興

味

が

湧

い

た

事

も

あ

り

、

色

々

な

文

化

が

生

ま

れ

た

場

所

な

の

で

、

一

度

見

て

み

た

い

と

思

っ

て

い

た

」

と

話

す

。

こ

の

「

吉

原

遊

郭

」

は

、

一

六

一

八

年

に

幕

府

が

人

形

町

付

近

に

開

業

し

た

も

の

だ

が

、

四

十

年

後

に

吉

原

へ

移

転

し

、

幕

末

に

は

遊

女

が

四

千

人

を

超

え

て

、

人

身

売

買

や

性

病

の

蔓

延

な

ど

負

の

側

面

が

あ

っ

た

一

方

、

浮

世

絵

や

芝

居

そ

れ

に

歌

舞

伎

や

浄

瑠

璃

の

題

材

に

な

り

、

花

魁

を

巡

る

悲

喜

こ

も

ご

も

も

描

か

れ

、

庶

民

に

馴

染

深

い

も

の

に

な

っ

た

。

東

京

メ

ト

ロ

の

三

ノ

輪

駅

か

ら

南

東

に

歩

く

と

、

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

前

に

一

本

の

柳

が

す

っ

く

と

立

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

は

、

江

戸

時

代

か

ら

遊

郭

の

出

入

り

口

に

あ

っ

た

も

の

で

、

遊

び

帰

り

の

客

が

こ

の

柳

の

辺

り

で

、

後

ろ

髪

を

引

か

れ

遊

郭

の

方

角

を

振
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り

返

っ

た

と

い

う

「

見

返

り

柳

」

と

い

い

、

柳

の

下

に

あ

る

案

内

板

に

は

、

「

柳

は

震

災

や

戦

災

に

よ

る

焼

失

な

ど

の

被

害

を

う

け

た

が

、

数

代

に

渡

っ

て

植

え

替

え

ら

れ

て

い

る

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

、

住

居

表

示

の

変

更

で

、

「

吉

原

」

の

地

名

は

消

滅

し

、

遊

郭

の

跡

地

は

「

見

返

り

柳

」

の

南

西

に

広

が

る

、

台

東

区

千

束

の

縦

二

百

五

十

米

横

三

百

米

の

長

方

形

の

エ

リ

ア

に

相

当

し

、

現

在

は

、

約

百

五

十

軒

の

風

俗

店

と

マ

ン

シ

ョ

ン

や

コ

ン

ビ

ニ

な

ど

が

混

在

す

る

場

所

に

な

っ

て

い

る

。

そ

れ

で

も

、

こ

の

辺

り

の

区

画

は

江

戸

時

代

か

ら

殆

ど

変

っ

て

お

ら

ず

、

内

部

は

碁

盤

の

目

だ

が

、

見

返

り

柳

か

ら

唯

一

の

出

入

り

口

だ

っ

た

、

「

吉

原

大

門

」

ま

で

の

五

十

間

道

は

「

く

」

の

字

に

曲

が

っ

て

い

て

、

こ

こ

を

訪

れ

る

連

中

の

、

ワ

ク

ワ

ク

感

を

演

出

す

る

効

果

も

ほ

ど

こ

さ

れ

て

い

た

。

売

春

防

止

法

施

工

直

後

の

昭

和

三

十

五

年

（

一

九

六

○

年

）
、

台

東

区

が

江

戸

時

代

の

吉

原

遊

郭

を

纏

め

た

「

新

吉

原

史

考

」

の

序

説

に

は

《

こ

の

遊

郭

の

特

殊

性

を

冷

静

に

分

析

す

る

事

は

、

例

え

公

娼

制

度
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が

全

面

的

に

否

認

さ

れ

た

現

在

に

お

い

て

す

ら

、

あ

な

が

ち

無

意

味

な

企

て

で

は

あ

る

ま

い

》

と

記

さ

れ

る

が

、

時

を

経

て

、

か

つ

て

の

色

町

に

対

す

る

世

間

の

目

は

変

り

つ

つ

あ

り

、

風

化

が

進

む

今

こ

そ

、

歴

史

を

見

つ

め

直

す

必

要

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

。

令

和

二

年

四

月


